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地域のイベントに参加して

岩舟健康福祉まつり

コスモスまつり

平成３０年１０月２１日(日)

さわやかな秋空の下、「岩舟健康福祉まつり」が開催されました。毎年、すぎのこ会も参加しているこの
催しに、地域の多くの方々が来訪されたことを大変嬉しく感じました。

「地域と密着し、地域社会と交流のもてる施設」として、今後も出店し続けたいと思います。「皆さん、野菜
や小物等ぜひお求め下さいね。」

平成３０年１０月２８日（日）

ふれあいの郷しずわ農産物直売所にて、「ふれあい市」を開催しました。採れたての野菜はもちろん、焼
きそば、石焼き芋等の屋台販売で大盛況でした。
また、篠笛奏者の方をゲストに招き、静謐な調べに皆さん聴き入っていました。

平成３０年１１月４日（日）

いわふねふれあいパーク駐車場にて、栃木市岩舟地域の産業の振興を図ることを目的として、「いわふね軽
トラ市」が開催されました。
すぎのこで育てた、じゃがいもとさつまいもをじゃがバターと石焼き芋にして出店し、売れ行きは好調でした。
また、ふれあいの郷しずわ直売所も出店し、地元農家の新鮮野菜を販売し、皆さんに大好評でした。

とちぎ協働まつり２０１８

平成３０年１０月２１日(日)

栃木市総合運動公園で開催された「とちぎ協働まつり2018」の福祉エリア販売ブースとして参加しました。

栃障協を通じての依頼であり、２万人規模のイベントと言う事で利用者・職員共に気合充分。当日は様々
なイベントブースがあり、沢山のお客様がご来場下さいました。エリア長からは「来年はもっと福祉エリアを
盛り上げていきたい」とお話がありました。皆様も一度足を運んでみませんか？ お待ちしています。

いわふね軽トラ市

すぎのこだより No.６９号 ～２～ 笑顔の写真大募集してます。広報より



みすぎの郷利用者 佐山覺治様の作品

あすなろ

あすひの放課後等デイサービス
は中高生だけでしたが、11月から
小学生が仲間入りして、現在２名
の５年生が利用しています。「小学
生が増えるといいな～」と話してい
ます。
見学や体験もできますのでお気
軽にお問合せください。

栃木市吹上町571

0282‐21‐7101

あすひ

支援課の開設当初から
利用されている湯沢さん。
昨年度から療育課を利用
され、成長が著しい岸さ
ん。あすなろの歴史を築
いてきた方とこれから
創っていく二人。今後ど
んな未来を紡いでいくの
か？とても楽しみです。

辺 悠輝さん
（放課後等デイサービス）

石井 里奈さん
（放課後等デイサービス）

湯沢 千尋さん
（生活介護）

岸 優成さん
（放課後等デイサービス）

作品紹介

色々な写真をみて、
その中で

“たんぽぽ”がきれいだったので
描いてみました

すぎのこだより No.６９号 ～３～ 作品募集中‼広報より



本部ルーム

『年頭に当たって ～初心を忘れずに～』

《 すぎのこ会理事長 岩崎 俊雄 》

新年明けましておめでとうございます。本年もよろしくお願いいたします。
昨年は、改正社会福祉法下において、社会福祉法人の本格的かつ具体的な見直しが開始された

年でした。本会においては、特に内部管理体制の強化を図るべく、各種規程等の全面的見直しを
行うとともに、12月に開催された理事会及び評議員会において、定款の変更を決議しました。収
益20億円以上の法人に会計監査人を義務設置する件に関しては、厚労省から延期する旨の通知が
発出されましたが、本会は15年以上も前から公認会計士による自主監査を受けてきたこと、また
一昨年には厚労省の会計監査人設置モデル事業を受けたこと、そして何よりも透明性を向上させ
、公益法人としての説明責任を果たす観点から、会計監査人の設置を定款に明記することとした
ものです。
そんな中にあって、本会創立の立役者のおひとりでもあった、酒井正子さんとお別れをしなけ

ればなりませんでした。酒井さんは、昭和47年に栃木市内に障害児通園施設あゆみ学園が開設さ
れ、私が最初に担当した子どものお母さんです。就学免除、就学猶予が当たり前の時代に、保護
者の皆さんは、普通の子どものように家庭から通わせて教育を受けさせたい、という願いを実現
すべく、長年にわたって通園施設の整備を訴え続けてきました。
障害を持つゆえに就学できない我が子の顔を見ながら、就学した子ども達が新しいランドセル

を背負って元気に通学するのを、不憫に思いながら涙して見送らざるを得なかった、と悲しそう
に話されていました。そして、ようやく建設された通園施設。しかし時は流れ、子どもさんは退
所年齢に近づいていました。通園施設は18歳までの子どもの施設です。当時ＰＴＡ会長であった
故岩本武郎さんの『岩崎を信じて、成人施設建設を成功させよう』という叫びに、保護者の多く
が賛同し、誕生したのが「すぎのこ会」です。
あれから40数年が過ぎ、子どもさんも60歳を超えました。「我が子は皆さんの税金でお世話に

なって幸せに暮らしているのだから、皆さんのためになるのならなんでもやる」と、95歳までシ
ルバー人材センターの作業に従事していました。這いつくばるようにして除草作業をしていたそ
の姿は、私の脳裏に焼き付いて今でも離れません。
改めて、百歳で天寿を全うされた酒井さんのご冥福をお祈りするとともに、新しい年を迎え、

『生きていて良かった』と言える社会を創るために、初心を忘れずに歩み続けなければならない
と自分に言い聞かせています。

守る会ルーム

昨年１１月１８日に供養式が執り行われ、亡くなられた利用者の遺影と遺族の方々に久しぶ
りに再会しました。遺族の数が年々増え窮屈そうでしたが、笑顔の若い頃の写真を拝見し懐か
しさが蘇って参りました。
それにしても、現在の保護者の参加が年々少なくなり淋しい限りです。いずれはこの場所に

お世話になることを思えば、多くの方々と参加し、特に入所、グループホームの多くの方々が
参加して、遺族の方々と生前のお話等を語らい、もっと賑やかな供養式にしてあげられれば･･･
と感じました。 ひのきの杜保護者 鈴木 輝泉

すぎのこだより No.６９号 ～４～
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★10月11日 人材育成研修
★10月29日 採用２～３年目研修
★11月８日 アンガーマネジメントと職員のメンタルヘルス研修
★11月14日 介護現場で必要な接遇マナー研修
★11月29日 腰痛予防研修
★12月14日 新任職員事業所巡回研修
★12月17日 社会福祉法人クムレ・社会福祉法人すぎのこ会

～11日 合同職員研修会・意見交換会
☆すぎのこ会実践発表会 ２月下旬から３月上旬
☆準職員研修及び中途採用者研修 ２月下旬
☆採用前研修 ３月下旬
☆辞令交付式 ４月１日

職員リレー

栃木県知事表彰にけやきの家の野澤庸子さんが、栃木県社会福祉協議会会長表彰に１５名の職員が表彰されました。

色々な経験をさせてもらった１０年でした。一緒に
働く仲間や関係機関のみなさん、保護者の方々、
そして一番は利用者と過ごす楽しい時間があった
からこそ、ここまでやってこれました。本当に、感謝
です。 相談センターすぎのこ 柴崎 仁美

ひまわり

永島 幸位

ひのきの杜

秋澤 慎也

花水木

大橋 淳
支援センター

山井 敦子
あすなろ

宮城 公一
あすなろ

勅使川原敦弘

みすぎの郷

梁島 秀介

ひのきの杜

関口 智子

花水木

戸田 朱織

すぎのこ

竹之内 範行

すぎのこ

齋藤 博明

みずほの家

島田 昇

知的障害者福祉事業功労者

クムレ合同研修会

2～3年目研修

ひのきの杜共生

佐山 圭子

相談センター

齋藤 万寿美
相談センター

中田 真希

すぎのこだより No.６９号 ～５～

けやきの家

野澤 庸子



もくせいの里改修工事

10月19日から11月1日の改修
工事で、きれいな外壁となった
「もくせいの里」。工事中は、
皆様にご協力をいただき、
ありがとうございました。

事業報告

～すぎのこ会地域交流秋祭り～

ひのきの杜15周年も兼ねた秋祭りは
日頃の感謝の気持ちを伝えたく、

「5555日分ありがとう」をテーマ
に開催いたしました。

地域の皆様、またご協力いただいた
皆様本当にありがとうございました。
これからも精進してまいります。

ひのきの杜改修工事

“心機一転！”外壁の色はもちろん
屋根の色も黄緑から赤（レンガ色）
に塗り替えこれからも

“One for all. Aｌｌ for one.”
の熱い想いで利用者さんの

夢や生きがいの力になれるよう頑張ります！

【ボランティア関係】
・岩本 久子 様 ・太田 啓三、啓子 様 ・片山 隆 様 ・木野内 昭、光子 様
・佐藤 次雄 様 ・マチコ・ハラウ・フラ 様 ・コロポックル 様 ・ヘアーサロン セゾン 様
・元禄そば 様 ・そばにいようの会 様 ・栃木腹話術研究会 様
・ますます元気サポーターにっこりチーム、ひまわりチーム、OKK５チーム 様
・石塚 雅子 様 ・小野寺北小学校 様 ・シルバー大学校南校ＯＢこすもす 様
・アノン 様 ・ぴーちゃん 様 ・とちぎ花センター 様 ・NPO法人オアシス 様
・シルバー大学校同窓会栃木大平支部 様
・地域交流秋祭りに参加して頂いたボランティアの皆様（和蔵会様、岩舟小学校様、岩舟中学校様、
中央アートスクール様、よさこいフレンズ＆よつ葉ソーラン様、小山工業高等専門学校様）

【寄付】
・Abakat（アバカット） 様 ・中村 ミヤ子 様 ・池田 ヤエ子 様 ・小島 敏夫、嘉子 様
・藤橋 岩夫 様 ・石塚 すず子 様 ・大澤 八重子 様 ・藤野 正勝 様
・栃木県共同募金会 様(ＮＨＫ歳末たすけあい) ・亀田歯科医院 様 ・安藤設備工業（株） 様
・ひのきの杜保護者会 様 ・ひのきの杜共生保護者会 様

お知らせ

平成３０年１２月２１日、すぎのこ会評議員会・
全体協議会が開催されました。
役員の皆様ご出席ありがとうございました。

ボランティアルーム

すぎのこだより No.６９号 ～６～

過去最高の
入 場 者


